
イネＷＣＳを利用して、

繁殖和牛の冬季放牧をしてみませんか

春から秋にかけての放牧を、更に冬場でも放牧を続けることができます。
大子町内４ヶ所（3.4ha）で、１５頭の繁殖和牛が平成２３年１１月から４月にかけて放牧

されました。（協力：大子町畜産組合、大子町、(独)中央農研、県北家保、県農業総合Cほか）
耕作放棄地解消、管理の省力化、エサ代のコスト低減につながる冬季放牧をしてみませんか。

冬季放牧技術のポイント

１ イネＷＣＳ（ホールクロップサイレージ）を給与します

２ 補助飼料で栄養補給

繁殖牛６～７頭で、
2日あたり

飼料イネWCS1個の
ペースで食べます。

イネWCSだけでは栄養が不足する場合があるので、補助飼料を給与します。

冬季なので開封後の変敗も４～５日は心配ありません。

300kgあるロールベールも1人で移動可能 給餌柵を使えば、食べ散らかし軽減に

平成23-24年 測定日 WCS消費量 WCS消費量
大子町内で飼養 個 kg
2農家 5頭 11/21

12/20 8 2400
1/20 10 3000
1/25 10 3000
2/22 12 3600
3/23 11 3300
合計 51 15300

◎1日１頭21.9ｋgのWCSを消化します。

目安として

ヘイキューブ １頭あたり１日１ｋｇ

気温の低い１～２月には

配合飼料 １頭あたり１日０．５ｋｇ



３ 放牧をすると一時的に体重は減りますが、必ず元に戻ります

お問い合せ先 常陸大宮地域農業改良普及センター ℡0295-53-0116

４ 退牧後の繁殖成績やその後の生育への影響もありません

５ その他の留意点

・飲み水は常に飲める状態にしておきます。

・基本的な管理は、春から秋季の放牧と全く同じです。

・冬場はダニの心配も少ないので、

殺ダニ剤等の投与は必要ありません。

・イネＷＣＳをイノシシに食べられないようにします。

放牧ショックは季節に関係なく起こり、放牧後1ヶ月は体重が減ります。

（平成25年1月25日作成）

平成23-24年 分娩日 分娩予定日 予定日から 性別 生時体重
大子町内で飼養 の遅れ日数 kg
5農家 16頭 雌牛1-① H24.6.3 H24.6.3 0 ♀ 30

4カ所 雌牛1-② H24.5.17 H24.5.19 -2 ♂ 34
雌牛1-③ H24.6.21 H24.6.18 3 ♀ 28
雌牛2-① H24.7.18 H24.7.7 11 ♂ 37
雌牛2-② H24.6.1 H24.5.21 11 ♀ 29
雌牛3-① H24.7.11 H24.7.1 10 ♂ 30
雌牛3-② H24.7.2 H24.6.21 11 ♂ 34
雌牛3-③ H24.7.4 H24.6.28 6 ♂ 38

（雌牛3-④） H24.5.3 H24.4.23 10 ♂ 34 途中退牧

雌牛4-① H24.4.8 H24.4.13 -5 ♀ 31.5
雌牛4-② H24.7.24 H24.7.12 12 ♂ 30
雌牛4-③ H24.7.10 H24.7.9 1 ♂ 30
雌牛5-① H24.7.15 H24.7.6 9 ♂ 30
雌牛5-② H24.9.3 H24.8.28 6 ♀ 30
雌牛5-③ H24.5.26 H24.5.17 9 ♂ 30

（雌牛5-④） H24.3.20 H24.3.7 13 ♂ 44 途中退牧

平均 7 32.5

平成23-24年
大子町内で飼養
2農家 5頭

放牧期間を通じて牛ごとの体重変化
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